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夏休みの行事予定

２０日（火） １学期終業式

２１日（水） 家庭訪問①山田 部落懇談会

２２日（木） 家庭訪問②内牧１ 部落懇談会

２３日（金） 家庭訪問③内牧２

吹奏楽コンクール♪

２４日（土） 県中体連大会（上益城郡）

２５日（日） 県中体連大会（上益城郡）

２６日（月） 家庭訪問④内牧３

２７日（火） 家庭訪問⑤尾ケ石地区

２８日（水） 家庭訪問⑥阿蘇西１

２９日（木） 家庭訪問⑦阿蘇西２

３０日（金） 家庭訪問⑧予備日

８／１日（月） 郡市人権同和教育研究集会

２日（火） 家庭訪問⑨予備日

７日（土） １年親子作業 ６：３０～

地区対抗ミニバレー大会

８日（日） マーチングフェスティバル

１６日（月） 空き瓶回収

１７日（火） 空き瓶回収

１８日（木） 空き瓶回収

３０日（月） ２学期始業式（通常登校）

♪吹奏楽コンクール♪

いよいよ７月２３日（金）に「第５４回熊本県吹奏楽コンクール」が熊本県

立劇場コンサートホールにて開催されます。

阿蘇北中は、プログラム２２番なので、１６時４１分からが本番の予定です。

A パートで、課題曲「オーディナリー・マーチ」と自由曲「大草原の歌」の２

曲を演奏します。吹奏楽部員一同、コンクールに向かって、心を一つにして音

楽を作ってきました。３年生にとっては、最後のコンクールになりますので、

一人一人の力を十分に発揮し、悔いの無いコンクールにしてほしいと思います。

応援よろしくお願いします。

私たち吹奏楽部は、これまで精一

杯練習をしてきました。今まで

練習してきたことを無駄にしない

ためにも、支えてくださった先生

方のためにも金賞を目指して頑張

ります！ 部長 小西沙弥香

いよいよ、熊本県中学校総合体育大会本番が近づいてきました。今年は上益城で

行われます。阿蘇北中学校は５つの団体競技、４つの個人競技で勝負に挑みます!!

団体競技『サッカー』『女子バレーボール』

『男子バスケットボール』『女子バスケットボール』

『相撲』

個人競技『卓球』『相撲』『柔道』『空手』

★県中体連の目標★

（女子バレーボール部 ３年３組 園田実月）

今まで自分たちがやってきたことをすべて出しきり、周りの人たちを感動さ

せられるような楽しいバレーをすることです。

（男子バスケットボール部 ３年２組 西岡晃平）

阿蘇郡市の代表として、みんなの分まで全力でプレーをしていきたいと思い

ます。目指せベスト４！！

（女子バスケットボール部 ３年１組 尾方彩乃）

私たち女子バスケットボール部は、１戦１戦を全力で戦い、悔いの残らない試

合をしたいと思います。目指せベスト８！！

（相撲部 ３年１組 今村彩華）

県中体連は女子は出場できないので、男子２人で出場します。今年は、九州

大会が熊本で開催されるので、必ず九州大会出場を果たしたいと思います。
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７月１５日に１年生と２年生、７月２０日に３年生の水

泳クラスマッチが行われ、全員リレーや碁石拾いがあり

ました。プールサイドには、保護者の方も応援に来てく

ださり、大歓声が響き渡りました。各学年ともとても盛

り上がるクラスマッチでした。


